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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

As は、鉱山廃水、工業廃水、温泉水等に含まれることがある。

また、最近では、As による地下水の汚染が世界的に問題になって

いる。自然界で、As は主に砒酸（As(V)）と亜ヒ酸（As(Ⅲ)）と

して存在する。As(V)は As(Ⅲ)にくらべ、毒性が弱い。また、水

酸化鉄共沈法や吸着法等において、As(Ⅲ)に比べ As(V)の方が除

去しやすい。廃水や自然水に含まれる As は、As(Ⅲ)として存在す

ることが多く、As(Ⅲ)を効率よく除去するためには As(Ⅲ)を酸化

しなければならない。As(Ⅲ)の酸化は、次亜塩素酸等の化学薬品

により行われているが、コストが高いこと、副産物が生成する等

の問題があり、低コストで環境への負荷が少ない As(Ⅲ)の酸化法

の開発が望まれている。 

筆者は、化学薬品を用いない、低環境負荷型の As(Ⅲ)酸化法に

ついて研究を行い、以下のような酸化法を開発した。 

１）常温で As(Ⅲ)を酸化するバクテリアをもちいる方法 

鉱山廃水から分離したバクテリアで、有機栄養源がなくても、

As(Ⅲ)を酸化することにより、増殖に必要なエネルギーを獲

得できる。 

２）高温（50～60℃）で As(Ⅲ)を酸化するバクテリアを用いる方

法 

温泉水から分離したバクテリアで、有機栄養源がなくても、

As(Ⅲ)を酸化することにより、増殖に必要なエネルギーを獲

得できる。 

３）強酸性領域で活性炭を用いる As(Ⅲ)の酸化法（活性炭酸化法）
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